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〔
解
題
〕

　

本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
蘆
庵
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
、
新
日
吉
社
宮
司
、
藤
島
宗
順
（
宝
暦
六
年
一
七
五
六
～
文
政
四
年
一
八
二
一
、
六

十
六
歳
）
の
和
歌
詠
草
類
の
う
ち
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
分
を
収
め
る
『
詠
草
留
』（
宗
順
自
筆
写
本
、
一
冊
、
詠
草
の
①
と
呼
ぶ
）

の
翻
刻
・
紹
介
で
あ
る
。
本
書
の
書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
。

　
［
整
理
書
名
］『〔
藤
島
宗
順
詠
草
留
〕』。［
整
理
番
号
］
四
─
四
三
。［
目
録
通
番
］
一
四
〇
。
写
本
。
横
本
、
折
紙
列
帖
綴
、
仮
綴
、
一
冊
。

共
紙
表
紙
。
外
題
、「
詠
草
留
」（
左
肩
・
打
付
書
・
墨
書
・
藤
島
宗
順
自
筆
）。
内
題
、
な
し
。
寸
法
、
縦
一
六
・
六
糎
、
横
二
二
・
七
糎
。

丁
数
、
全
三
八
丁
、
墨
付
三
六
丁
。
遊
紙
、
後
に
二
丁
。
料
紙
、
楮
紙
。
紙
背
に
記
述
あ
り
。（
整
理
書
名
・
番
号
は　
『
蘆
庵
文
庫
目
録
と

資
料
』〈
日
本
書
誌
学
大
系
九
八
、
青
裳
堂
書
店
、
二
〇
〇
九
年
刊
〉
所
収
「
蘆
庵
文
庫
蔵
書
目
録
」
に
拠
る
）

藤
島
宗
順
『
詠
草
留
』（
安
永
六
年
分
）
解
題
と
翻
刻

大

谷

俊

太

山

中

延

之

加

藤

弓

枝

大

山

和

哉

藤

原

静

香
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藤
島
宗
順
は
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
一
歳
に
し
て
出
仕
、
非
蔵
人
に
補
せ
ら
れ
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
は
石
見
守
を
受
領
す

る
（『
藤
島
家
伝
』）。
安
永
六
年
は
二
十
二
歳
、
こ
の
年
、
二
月
十
七
日
に
小
沢
蘆
庵
に
入
門
し
た
。

　

本
書
は
、
小
沢
蘆
庵
の
合
点
・
添
削
を
受
け
始
め
た
安
永
六
年
の
詠
草
を
宗
順
自
身
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
合
計
、
百
四
十
一
題
、
各
題

二
首
宛
、
計
二
百
八
十
二
首
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
合
点
・
添
削
者
は
蘆
庵
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
は
合
点
・
添
削
部
分
も
含
め

全
て
宗
順
の
筆
と
見
え
、
蘆
庵
に
呈
し
た
詠
草
か
ら
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

蘆
庵
文
庫
に
は
、
同
じ
く
安
永
六
年
の
詠
草
を
書
き
留
め
た
自
筆
詠
草
が
他
に
四
種
伝
わ
る
。

　

②�

〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
四
八
）
写
本
。
半
紙
本
。
一
冊
。
袋
綴
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
。
外
題
・
内
題
、
な
し
。
表
紙
右
下
に
「
藤
島

石
見
」
の
署
名
あ
り
。
第
一
丁
表
右
上
に
「
安
永
六
年
」
と
小
字
朱
筆
で
記
す
。
寸
法
、
縦
二
二
・
四
糎
、
横
一
六
・
六
糎
。
丁
数
、

墨
付
一
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
半
丁
に
一
題
、
各
二
首
、
計
六
四
首
を
記
す
。
合
点
・
添
削
あ
り
。
本
文
は
宗
順
筆
。
料
紙
、
楮
紙
。

　

③�

〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
八
〇
）
写
本
。
半
紙
本
。
一
冊
。
袋
綴
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
。
外
題
・
内
題
、
な
し
。
表
紙
右
下
に
「
藤
島

石
見
」
の
署
名
あ
り
。
第
一
丁
表
右
上
に
「
安
永
六
年
」
と
小
字
朱
筆
で
記
す
。
寸
法
、
縦
二
二
・
二
糎
、
横
一
六
・
三
糎
。
丁
数
、

墨
付
九
丁
。
遊
紙
な
し
。
半
丁
に
一
題
、
各
二
首
、
計
三
六
首
を
記
す
。
合
点
・
添
削
あ
り
。
本
文
は
宗
順
筆
。
料
紙
、
楮
紙
。

　

④�

〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
四
一
）
写
本
。
半
紙
本
。
一
冊
。
袋
綴
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
。
外
題
「
詠
草
」（
左
肩
・
打
付
書
・
墨
書
）。

内
題
、
な
し
。
表
紙
右
下
に
「
□
島
石
見
」
の
署
名
あ
り
。
第
一
丁
表
右
上
に
「
安
永
六
年
」
と
小
字
朱
筆
で
記
し
、
歌
題
「
初
冬
」

の
右
肩
に
「
稽
古
百
首
［　

］」
と
小
字
で
墨
書
す
る
。
寸
法
、
縦
二
二
・
一
糎
、
横
一
六
・
九
糎
。
丁
数
、
墨
付
三
三
丁
。
遊
紙
な
し
。

半
丁
に
一
題
、
各
二
首
、
計
六
六
首
を
記
す
。
合
点
・
添
削
あ
り
。
本
文
は
宗
順
筆
。
一
八
丁
表
右
上
に
「
安
永
七
年
」
と
小
字
朱
筆

で
記
す
の
で
、
一
七
丁
裏
ま
で
が
安
永
六
年
の
詠
草
。
本
書
の
一
～
三
〇
丁
の
下
部
喉
寄
り
部
分
は
大
き
く
破
損
す
る
。
料
紙
、
楮
紙
。

　

⑤�

〔
藤
島
宗
順
詠
草
〕（
四
─
三
四
）
写
本
。
横
本
。
一
冊
。
折
紙
列
帖
綴
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
。
外
題
、「
安
永
六
年
九
月
〈
従
廿
三
日
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／
十
月
十
二
日
〉　

詠
百
首

草
案
」（
左
肩
・
打
付
書
・
墨
書
）。
内
題
、
な
し
。
表
紙
右
下
に
「
藤
原
宗
順
」
の
署
名
あ
り
。
第
一
丁
表
右

上
に
「
安
永
六
年
」
と
小
字
朱
筆
で
記
す
。
寸
法
、
縦
二
二
・
四
糎
、
横
一
六
・
六
糎
。
丁
数
、
墨
付
二
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
半
丁
に

二
題
、
各
二
～
五
首
を
記
す
。
推
敲
あ
り
。
い
ず
れ
も
宗
順
筆
。
同
年
九
月
二
十
二
日
に
卒
し
た
叔
父
の
藤
森
大
蔵
大
輔
の
服
喪
期
間

に
詠
じ
た
稽
古
百
首
の
詠
草
案
。
最
終
丁
は
、
羽
倉
信
美
・
橋
本
経
亮
か
ら
宗
順
に
送
ら
れ
た
服
喪
見
舞
の
和
歌
を
載
せ
る
。
料
紙
、

楮
紙
。
紙
背
に
記
述
あ
り
。

　

右
の
う
ち
、
②
と
③
所
収
の
和
歌
、
計
百
首
は
全
て
本
書
（
四
─
四
三
）
に
も
収
載
さ
れ
る
。
④
に
つ
い
て
は
三
題
四
首
の
み
本
書
所
収

和
歌
と
重
な
り
、
⑤
と
は
三
十
四
首
が
重
な
る
。（
本
書
と
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
翻
刻
の
各
和
歌
の
末
尾
に
②
～
④
の
記
号
を

付
し
て
示
し
た
）
ま
た
、
①
お
よ
び
⑤
の
紙
背
の
中
に
は
、
本
書
の
表
面
の
詠
草
と
重
な
る
和
歌
も
見
ら
れ
る
（
同
じ
く
該
当
和
歌
の
末
尾

に＇
①
・＇
⑤
と
付
す
）。
紙
背
の
詠
草
に
は
合
点
・
添
削
が
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
蘆
庵
に
見
せ
る
前
の
段
階
の
詠
草
が
反
古
と
し
て
利
用
さ

れ
た
と
思
し
い
。

　

本
書
に
は
、
冒
頭
の
「
寄
松
祝
」
題
に
付
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
「
二
月
十
七
日
小
澤
氏
入
門
。
／
十
九
日
持
参
即
点
」
と
あ
る
以
外
、
年

月
日
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
安
永
六
年
と
の
記
述
の
あ
る
②
～
⑤
と
重
な
る
和
歌
が
あ
る
こ
と
で
、
安
永
六
年
中
の
詠
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。
⑤
の
紙
背
の
中
に
は
、
本
書
35
・
36
番
歌
の
詠
草
が
見
ら
れ
、
歌
題
「
古
渓
花
」
の
右
肩
に

は
「
三
月
八
日
兼
題
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
55
・
56
番
歌
の
歌
題
「
聞
郭
公
」
の
右
肩
に
は
「
同
当
座
」
と
あ
る
。
お
そ
ら

く
は
、
非
蔵
人
達
に
よ
る
歌
会
の
た
め
の
詠
草
を
蘆
庵
に
示
し
そ
の
指
導
を
受
け
た
詠
草
を
、
お
よ
そ
時
間
順
に
ま
と
め
た
も
の
が
本
書
な

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
宗
順
初
学
期
の
蘆
庵
に
よ
る
指
導
の
実
態
が
知
ら
れ
る
資
料
と
し
て
留
意
さ
れ
る
。

　

な
お
、
②
～
④
は
い
ず
れ
も
半
紙
本
仮
綴
一
冊
の
写
本
で
、
表
紙
右
下
に
「
藤
島
石
見
」
の
署
名
を
持
ち
、
半
丁
に
一
題
二
首
が
記
さ
れ

る
と
い
う
、
ほ
ぼ
同
じ
形
態
の
詠
草
で
あ
る
。
本
文
筆
跡
は
宗
順
自
筆
と
思
わ
れ
る
が
、
合
点
・
添
削
部
分
は
墨
の
色
も
異
な
る
も
の
が
多
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く
、
宗
順
と
は
別
筆
と
見
ら
れ
る
。
和
歌
本
文
の
異
同
か
ら
は
②
・
③
の
本
文
が
本
書
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
例
が
多
い
。
②
・
③
の

合
点
・
添
削
部
分
は
あ
る
い
は
小
沢
蘆
庵
自
身
の
筆
跡
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
当
時
通
常
、
師
の
合
点
・
添
削
を
受
け
る
際
は
折
紙
詠
草
の

形
式
を
取
る
も
の
と
す
れ
ば
、
蘆
庵
・
宗
順
以
外
の
第
三
者
の
筆
跡
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
、
内
容
に
つ
い
て
は
蘆
庵

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
問
題
は
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
凡
例
〕

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
訂
正
の
前
後
で
清
濁
が
異
な
る
場
合
は
、
清
音
表
記
の
ま
ま
と
し
た
。（
例
：
51
番
歌
第
二
・
三
句
「
い
づ
く
は
あ
れり

とも此
宿
の
」）

一
、
丁
の
表
・
裏
の
移
り
目
は
「
」」
を
付
し
「
1
オ
」
な
ど
と
示
し
た
。

一
、
割
書
部
分
は
〈　

〉
で
括
り
示
し
、
改
行
箇
所
は
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
部
分
は
網
掛
け
で
示
し
た
。
ま
た
、
墨
滅
・
重
ね
書
き
部
分
は
抹
消
線
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
抹
消
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
、
字
数
が
判
る
場
合
は
□
で
、
判
ら
な
い
場
合
は
［　

］
で
示
し
た
。

一
、
単
純
な
誤
字
訂
正
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
改
め
た
後
の
形
で
翻
字
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
評
の
書
入
は
《　

》
で
括
り
示
し
、
該
当
語
句
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
の
左
に
傍
線
を
付
し
た
。

一
、
歌
題
の
ま
と
ま
り
を
表
し
た
と
思
わ
れ
る
記
号
は
、「『　

」・「　

』」
で
示
し
た
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（　

）
で
示
し
た
。
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一
、
上
記
①
～
⑤
の
宗
順
詠
草
資
料
に
所
載
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
和
歌
の
末
尾
に
①
な
ど
と
注
記
し
た
。

〔
翻
刻
〕

　
「
詠
草
留
」（
外
題
）

　
　
　
　

�
寄
松
祝
〈
二
月
十
七
日
小
澤
氏
入
門
。
／
十
九
日
持
参
即
点
〉

　
　
　
　
　
《
一
、
こ
と
し
よ
り
と
い
く
千
と
せ
と
お
な
じ
年
ゆ
へ
》《
一
、
さ
か
ふ
ら
ん
と
は
い
は
ず
。
さ
か
ゆ
ら
ん
也
と
》

1　

こ＼
は
る
ご
と
に

と
し
よ
り
なみ

ど
り
を

を
色
そ
へ
て
い
く
千
と
せ
か
げ
さ
か
へ
ゆ
くら

ん

庭
の
松
が
え＇
①　
《
よ
く
調
候
》

2　

四と
こ
と
は
に

の
と
き
葉
が
へ
ぬ
ま
つ
の
ふ
か
み
ど
り
い
や
と
し
〴
〵
に
色
や
そ
ふ
ら
ん＇
①　
《
こ
も
調
候
》

�

梅
香
薫
袖

3　

＼
手
折
な
ば
猶
い
か
な
ら
ん
ゆ
き
ず
り
の
袖
さに

へも

ふ
か
く
匂う

つ
るふ

梅
が
　ゝ
《
よ
く
調
候
》

4　

か
ほ
る
香
を
袖
に
う
つ
し
て
梅
花
ち
り
な
ん
後
の
形
見
と
や
せ
ん　
《
是
も
》」
1
オ

�

帰
雁
連
雲

5　

な＼
う
ち
か
す
む

が
め
や
る
遠
の
雲
路
に
ほ
の
か
な
る
声
を
の
こ
し
て
帰
る
か
り
が
ね

6　

声
は
し
て
す
が
た
は
そ
れ
と
白
雲
の
八
重
た
つ
峯
を
帰
る
雁
が
ね　
《
二
ノ
句
お
と
り
候
》

�

思
不
言
恋

7　

言
の
葉
に
出
な
ば
よ
そ
に
も
れ
な
ん
と
い
は
で
物
お
も
ふ
我
身
と
を
し
れ　
《
人
ニ
シ
レ
ト
云
也
。
不
言
ニ
イ
カ
ヾ
》

8　

＼
い
は
で
た
ゞ
お
も
ふ
心
の
く
る
し
さ
を
神
な
ら
ず
し
て
誰
か
し
る
べ
き
」
1
ウ

　
　
　
　
『�

翫
花
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9　

＼
も
て
は
や
す
心
を
し
ら
ば
春
風
も
花
の
あ
た
り
は
よ
き
て
ふ
か
な
ん
②　
《
調
候
》

10　

お
も
ふ
ど
ち
春
の
情
を
く
み
か
は
し
花
の
木
陰
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ
②

�

山
家
嵐

11　

ひ
と
り
住
柴
の
庵戸

ぼ
その

の
明
暮
に
友
と
な
れ
き
く
軒
の
松
か
ぜ
②

《
如
此
友
馴
聞
、
三
ツ
ニ
わ
た
り
候
詞
ヲ
一
句
ニ
つ
か
へ
ば
、
此
句
ば
か
り
み
じ
か
く
な
る
也
》

12　

＼
く
る
人
も
ま
れ
な
る
柴
の
庵
に
は
松
の
あ
ら
し
を
友
と
こ
そ
き
け
②
」
2
オ

　
　
　

�

寄
獣
恋　
　

』

13　

＼
人
よ
し
れ
い
く
夜
な
み
だ
を
か
た
し
き
て
ひ
と
り
ふ
す
ゐ
の
床
の
つ
ら
さ
を
②

14　

な
れ
も
わ
が
お
な
じ
お
も
ひ
か
小
男
鹿
の
つ
れ
な
き
妻
を
恋
わ
ぶ
る
声
②

　
　
　
　
『�

霞
添
山
色

15　

こ＼
な
れ
て

ぞ
に
み
し
ゆ
き
も
の
こ
ら
で
此
こ
ろ
は
の
ど
か
に
か
す
む
春
の
山
の
は
③＇
①

16　

此
比
は
ゆ
き
げ
の
雲
も
立
か
へ
て
か
す
み
に
に
ほ
ふ
遠
の
山
の
は
③＇
①
」
2
ウ

�

鶯
出
谷

17　

住
な
れ
し
谷
の
古
巣
を
出
て
今
朝
み
ぎ
り
の
竹
に
き
ゐ
る
鶯
③＇
①

18　

＼
い
と
は
や
も
谷
の
戸
い
で
ゝ
此
朝
け
竹
の
葉
山
に
き
な
く
鶯
③＇
①

�

沢
若
菜

19　

消
が
て
の
ゆ
き
ふ
み
分
て
し
づ
の
め
が
沢
辺
に
も
ゆ
る
若
な
を
ぞ
つ
む
③＇
⑤

20　

＼
も
へえ

出
し
山（
③
で
は「
山
田
の
」）

　

の
沢
の
初
わ
か
な
い
ざ
お
り
立
て
我
も
つ
ま
ゝ
し
③＇
⑤
」
3
オ
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�

夕
花

21　

＼
か
へ
る
べ
き
家
路
わ
す
れ
て
く木

の

も

と

に

る
ゝ
ま
で
あ
か
ず
ぞ
め
づ
る
花
の
下夕

かば

げへ

③＇
①

22　

く
る
ゝ
と
も
猶
み
は
や
さ
ん
明
日
は
ゆ
き
と
ふ
り
な
ば
お
し
き
花
の
さ
か
り
は
③＇
①

�
郭
公

23　

＼
ほ
と
ゝ
ぎ
す
を
の
が
さ
月
と
此
こ
ろ
は
声
も
お
し
ま
ず
を
ち
か
へ
り
な
く
③＇
①

24　

ほ
の
か
な
る
た
ゞ
一
声
を
鳴
す
て
ゝ
い
づ
ち
ゆ
く
ら
ん
山
時
鳥
③＇
①
」
3
ウ

�

新
秋
露

25　

＼
秋
き
ぬ
と
い
ふ
よ
り
や
が
て
庭
の
面
の
草
の
葉
ご
と
に
む
す
ぶ
白
露
③＇
⑤

26　

い
と
は
や
も
秋
を
し
ら
せ
て
此
朝
け
荻
の
上
葉
に
む
す
ぶ
白
露
③＇
⑤

�

七
夕
契　
《
七
夕
ト
カ
キ
テ
、
ナ
ヌ
カ
ノ
ヨ
ト
ヨ
ム
。
タ
ナ
バ
タ
ト
ヨ
ム
コ
ト
ナ
シ
。
カ
ナ
ニ
テ
カ
ク
ベ
シ
》

27　

＼
七
夕
の
ち
ぎ
り
は
た
へえ

じ
天
の
河
と
し
に
一
夜
の
あ
ふ
せ
な
れ
ど
も＇
⑤

28　

い
つ
よ
り
か
契
り
そ
め
け
ん
と
し
毎
の
秋
に
か
は
ら
ぬ
ほ
し
合
の
空＇
⑤
」
4
オ

�

野
外
鹿

29　

＼
露
し
げ
き
秋
の
野
は
ら
の
草
分
て
ゆ
き
か
へ
り
な
く
小
男
鹿
の
声＇
⑤

30　

秋
の
野
に
妻
や
こ
も
る
と
小
男
鹿
の
真
萩
分
つ
ゝ
ゆ
き
か
へ
り
な
く＇
⑤

　
　
　
　

�

祝
言　
　

』

31　

＼
お
し
な
べ
て
め
ぐ
み
あ
ま
ね
き
わ
が
君
が
代
の
御
代
の
さ
か
へ
を
あ
ふ
ぐ
四
方
の
国
民
③＇
①

32　

諸
人
も
お
な
じ
心
に
わ
が
君
が
御
代
の
さ
か
へ
を
あ
ふ
ぐ
か
し
こ
さ
③＇
①
」
4
ウ
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�

経
日
恋

33　

＼
日
を
へ
て
も
つ
れ
な
き
人
の
心
と
は
し
ら
で
恋
せ
し
身
を
ぞ
う
ら
む
る

34　

恋
し
き
は
猶
こ
そ
や
ま
ね
わ
が
中
に
つ
ら
き
日
数
は
か
ぞ
へ
そ
へ
て
も

�
古
渓
花

35　

み
よ
や
人
年
ふ
る
谷
の
花
ざ
く
ら
ち
ら
ま
く
お
し
き
あ

《
ア
マ
リ
候
》

た
ら
盛
り
を

36　

＼
手
折
べ
き
人
し
な
け
れ
ば
年
へ
て
も
深
谷
が
く
れ
の
花
は
や
つ
れ
ず＇
⑤　
《
よ
く
調
候
》」
5
オ

�

夜
燈

37　

＼
ひ
と
り
の
み
ぬ
る
夜
の
床
の
淋
し
さ
に
友
と
か
ゝ
げ
て
む
か
ふ
と
も
し
火
②

38　

淋
し
く
も
ひ
と
り
ぬ
る
夜
の
手
す
さ
び
に
か
ゝ
げ
て
む
か
ふ
と
も
し
火
の
か
げ
②

�

暮
秋
虫

39　

＼
花
に
み
し
野
べ
の
百
草
霜
が
れ
て
む
し
の
音
よ
は
る
秋
の
暮
が
た
②　
《
よ
く
調
候
》

40　

霜
む
す
ぶ
草
の
ま
が
き
の
き
り
〴
〵
す
秋
も
暮
ぬ
と
声
よ
は
りる

ゆら

くし

②　
《
是
も
》」
5
ウ

�

時
雨
雲

41　

＼
村
し
ぐ
れ
は
る
ゝ
と
み
れ
ば
時
の
間
に
ま
た（
さ
カ
）

□
そ
ひ
く
る
風
の
う
き
雲
②　
《
よ
く
調
候
》

42　

む
ら
し
ぐ
れ
ふ
る
も
は
る
ゝ
も
吹
お
く
る
風
の
ま
に
〳
〵
さ
そ
ふ
う
き
雲
②

�

卯
花

43　

＼
雪
の
色
月
の
か
げ
とか

もと

ま
が
ふひ

なし

りは

卯
五
さ
け
る

花
さ
け
る
庭四

の
ま
が
き
は
②

44　

卯
花
の
さ
け
る
ま
が
き
は
ふ
り
つ
も
る
ゆ
き
か
と
ば
か
り
あ
や
ま
た
れ
け
る
②
」
6
オ
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�

葵

45　

＼
け
ふ
と
い
へ
ば
た
め
し
か
は
ら
ず
か
け
わ
た
す
こ
す
の
葵
の
色
ぞ
涼
し
き　
《
よ
く
調
候
》

46　

け
ふ
ご
と
の
此
神
わ
ざ
に
宮
人
の
か
ざ
す
あ
ふ
ひ
の
色
ぞ
涼
し
き
④

�
夏
月

47　

ふ
け
ゆ
け
ど
ね
や
へ
も
い
ら
ず
は
し
ゐ
し
て
涼
し
く
む
か
ふ
夏
の
よ
の
月

48　

は
し
ゐ
し
て
涼
し
く
む
か
ふ
程
も
な
く
あ
く
る
ぞ
おを

し
き
夏
夜
月　
《
二
首
と
も
よ
く
調
候
》」
6
ウ

�

炭
竈

49　

＼
吹
か
ぜ
に
け
ぶ
り
の
す
ゑ
もの

打
な
び
き
よ
そ
め
淋
し
き
小
野
ゝ
炭
が
ま
②

50　

山
人
も
け
ふ
は
な
や
き
そ
す
み
が
ま
の
道
も
な
き
ま
で
雪
の
ふ
れ
ゝ
ば
②

　
　
　
　
『�

庭
前
花　
　

51　
五
色＼
一
さ
く
花
の

も
香
も
い二

づ
く
は
あ
れり

とも此
宿
の
み

庭ぎ
り
の
花桜

ぞの

わ
き
て
え
な
ら
ぬ
③

　
　
　
に
ま
さ
ら
じ

52　

あ
か
ず
な
を
ち
り
な
ん
花
の
お
し
け
れ
ば
い
た
く
な
ふ
き
そ
庭
の
春
風
③
」
7
オ

�

夕
鐘

53　

高
根
に
は
の
こ
る
夕
日
の
か
げ
な
が
ら
ふ
も
と
は
く
る
ゝ
入
相
の
か
ね
③

54　

＼
吹
お
くろ

るす

風
に
た
ぐ
へひ

て
き
こ
ゆ
也
声高

ね

の

寺

の

か
す
か
な
る
入
相
の
か
ね
③

�

聞
郭
公

55　

＼
き
ゝ
そ
め
て
な
を
こ
そ
し
た
へ
ほ
と
ゝ
ぎ
す
ほ
の
か
に
も
ら
す
今
の
一
こ
ゑ
③＇
⑤
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56　

と
ひ
こ
ず
はい

きか

かで

ま
し
も
の
を
ほ
と
ゝ
ぎ
す
し
の
び
音
も
ら
す
深
山
べ
の
里
③＇
⑤
」
7
ウ

�

松
下
泉

57　

＼
立
よ
り
て
む
す
ぶ
袂
は
夏
ぞも

な
きし

ま
つ
の
木
か
げ
の
山
井
の
水
③＇
⑤

58　

生
し
げ
る
松
の
木
か
げ
に
せ
き
い
れ
て
涼
し
く
む
か
ふ
庭
の
ま
し
水
③＇
⑤

�
雪
朝
望

59　

す
ゑ
遠○

く
み
る
も
は○

《
い
か
ゞ
》

る
け
し
野
べ
山
辺
け
さ
ふ
り
う
づ
む
雪
の
白
妙
③＇
⑤　
《
如
此
と
め
た
る
、
よ
は
く
て
あ
し
ゝ
》《
花
の
白
た
へ
、
同
》

60　

＼
野な

が

め

や

る

は

て

も

し

ら

れ

ず

を
ひ
ろ
み
わ
け
ゆ
く
方
も
し
ら
ゆ
き
に
う
づ
み
は
て
た
る
けの

さべ

の
朝
あぼ

けの

③＇
⑤
」
8
オ

　
　
　
　

�

寄
道
祝　
　

』

61　

＼
誰
も
み
な
お
な
じ
心
に
あ
ふ
ぐ
ら
んし

や
ま
と
言
葉
の
道
の
さ
か
え
を
③＇
⑤

62　

つ
き
ず
な
を
よ
ゝ
に
さ
か
え
ん
敷
島
の
道
す
な
ほ
な
る
大
和
言
の
は
③＇
⑤

　
　
　
　
『�

初
逢
恋

63　

＼
し年

月

の

た
ひ
て
し
う
さ
も
つ
ら
さ
も
わ
す
ら
れ
て
う
れ
し
く
か
は
す
う
ひ
の
手
ま
く
ら＇
①

64　

う
れ
し
く
も
か
は
し
初
ぬ
る
手
ま
く
ら
に
な
を
ゆ
く
末
を
た
の
む
言
の
は＇
①
」
8
ウ

　
　
　
　

�

旅
泊　
　

』

65　

＼
お
も
ひ
いね

の
づ
る
わ
が
故
郷
の
夢
も
み
ず
あ
ら
い
そ
浪
の
よ
る
の
と
ま
り
は　
《
尤
よ
ろ
し
く
候
》

66　

か
ゝ
る
う
き
た
ぐ
ひ
も
波
の
と
ま
り
舟
都
に
か
へ
る
夢
も
む
す
ば
ず

�

春
雨

67　

つ
れ
〴
〵
と
日
を
ふ
る
ま
ゝ
に
遠
近
の
山
の
木
の
め
も
は
る
雨
の
そ
ら
②
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68　

＼
空
は
な
を
ふ
る
としも
⃝空
に
はみ
え
ぬ
春
雨
を
み
ど
り
色
そ
ふ
草
木
に
ぞ
し
る
②　
《
尤
可
然
候
》」
9
オ

�

籬
山
吹

69　

し
め
ゆ
ひ
し
ま
が
き
に
さ
け
る
山
吹
の
枝
も
た
は
ゝ
に
む
す
ぶ
白
露
②

70　

露
む
す
ぶ
庭
の
ま
が
き
に
咲
み
ち
て
枝
お
も
げ
な
る
山
吹
の
は
な
②　
《
二
首
と
も
よ
く
調
候
》

　
　
　
　
『�
更
衣

71　

＼
今
朝
は
は
や
花
の
な
ご
り
も
夏
衣
う
す
き
た
も
と
に
風
ぞ
ま
た
る
ゝ
②　
《
尤
可
然
候
》

72　

夏
さ
れ
ば
花
の
袂
を
ぬ
ぎ
か
え
て
よ
そ
め
涼
し
き
蝉
の
羽
衣
②
」
9
ウ

�

秋
夕

73　

＼
さ
ら
で
だ
に
淋
し
き
秋
の
ゆ
ふ
間
暮
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
む
し
の
声
〴
〵
②　
《
よ
く
調
候
》

74　

入
相
の
か
ね
の
ひ
ゞ
き
も
む
し
の
音
も
あ
は
れ
ぞ
ふ
か
き
秋
の
夕
暮
②

　
　
　
　

�

惜
歳
暮　
　

』

75　

＼
は
る
秋
を
た
ゞ
い
た
づ
ら
にの
み

をお

く
り
き
て
い
ま
さ
ら
を
し
む
年
の
暮別

路
か
た
②　
《
よ
ろ
し
く
候
》

76　

い
ま
さ
ら
に
を
し
む
も
は
か
な
年
の
内
に
の
こ
り
す
く
な
き
日
数
か
ぞ
へ
て
②
」
10
オ

　
　
　
　
『�

水
辺
蛙

77　

山
吹
の
ち
り
う
く
水
に
と
こ
ろ
え
て
か
は
づ
な
く
な
るり

井
手
の
玉
河
③

78　

た
ね
お
ろ
す
春
の
水
田
の
み
が
く
れ
に
す
だ
く
か
は
づ
の
声
し
き
る
也
③　
《
二
首
と
も
よ
く
調
也
》

�

名
所
雪

�

尋
余
花
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79　

＼
（
一
）
わな

に

は

江

の

か
の
う
ら
や
（
二
）
あ
し
辺の

は
な
び
き

に
し
ろ
く
（
五
）

降
ふ
れ
る
白

雪
は
（
三
）
よ
せる

か
へ
る
波
の
（
四
）
色
にか

と

み

れ

ば

ま
が
へ
る
③

《
か
へ
る
は
用
な
し
。ふ
る
を
よ
せ
て
か
へ
ら
ぬ
／
波
の
色
に
ま
が
ふ
と
い
へ
ば
》

80　

よ
せ
か
へ
る
波
の
色
に
も
ま
が
ふ
か
な
雪
を
し
き
つ
の
浜
の
ま
さ
ご
地
③
」
10
ウ

�
草
花
露

81　

＼
置
露
に
千
種
の
花
の
ひ
も
と
き
て
に
し
き
を
さし

らけ

する

野
べ
の
通
路
③

82　

ち
ら
ば
お
し
吹
秋
風
も
心
せ
よ
千
種
の
花
に
む
す
ぶ
白
露
③

�

新
樹

83　

＼
梅
桜
か
へ
で
か
し
は
木
此
比
は
ひ
と
つ
若
葉
に
し
げ
り
あ
ひ
ぬ
る
③　
《
よ
く
調
候
》

84　

立
な
ら
ぶ
木
々
の
梢
も
此
比
は
若
ば
に
し
げ
る
色
ぞ
涼
し
き
③　
《
是
も
》」
11
オ

　
　
　
　

�

待
郭
公　
　

』

85　

き
か
ば
や
と
待
夜
は
な
をほ

も
時
鳥
な
ど
あ
や
に
く
に
し
の
ぶ
初
音
ぞ
③

86　

＼
待
侘
る
我
に
は
き
か
せ

よ
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
ま
だ
世
に
し
の
ぶ
初
音
な
り
と
も
③　
《
セ
ト
バ
カ
リ
ニ
テ
ハ
詞
た
ら
ず
候
》

　
　
　
　
『�

柳
帯
露

87　

風
ふ
か
ばあ
だ

ちに
や

りらな
ん
〈
五
〉
露
の
をし

ら

玉

し
け
れ
ば
つ
ら
ぬ
きく

と
め
よ
〈
三
〉
青
柳
の
い
と
に
②

《
此
内
に
を
し
き
心
は
あ
る
べ
し
》（
②
に
は
《
よ
は
し
》
と
の
評
も
記
さ
れ
て
い
る
）

88　

春
風
は
よ
し
や
ふ
く
と
も
ち
ら
さ
じ
と
い
と
も
て
ぬ
け
る
青
柳
の
露
②
」
11
ウ

�

変
恋

89　

＼
淵
は
瀬
と
か
は
る
な
ら
ひ
の
あ
す
か
川
し
ら
で
わ
た
り
し
身
を
ぞ
う
ら
む
る
②
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90　

神
か
け
て
ち
か
いひ

し
中
も
い
ま
さ
ら
に
か
く
は
か
な
く
も
か
は
る
つ
れ
な
さ
②

　
　
　
　

�

苔　
　

』

91　

＼
柴
人
も
か
よ
は
ぬ
谷
の
木
陰
に
は
こ
け
の
み
ど
り
の
色
ぞ
そ
ひ
ゆ
く
②

92　

ま
柴
と
る
し
づ
も
か
よ
は
ぬ
谷
か
げ
は
岩
ね
ま
つ
が
ね
苔
ぞ
み
だ
る
ゝ
②
」
12
オ

�
谷
鶯

93　

雪
も
ま
だ
き
え
あ
へ
ぬ
谷
の
ふ
る
す
に
も
は
る
き
に
け
り
と
鶯
ぞ
な
く
⑤

94　

は
る
き
ぬ
と
誰
か
告
け
ん
谷
ふ
か
み
ふ
る
す
な
が
ら
に
鶯
の
な
く
⑤　
《
二
首
と
も
調
候
》

�

款
冬

95　

＼
な
をほ

ざ
り
に
み
て
や
は
過
ん
山
が
つ
の
か
き
ね
た
は
ゝ
に
咲
る
山
ぶ
き

96　

春
風
も
吹
な
み
だ
し
そ
山
ぶ
き
の
花
に
は
へ
あ
る
露
の
白
玉
」
12
ウ

�

初
雁

97　

＼
ゆ
ふ
間
暮
き
り
た
ち
こ
む
る
峯
こ
え
て
み
や
こ
の
空
に
渡
る
初
雁　
《
可
然
候
》

98　

は
る
霞
わ
け
て
か
へ
り
し
雁
が
ね
の
月
に
と
わ
た
る
声
も
め
づ
ら
し　
《
調
候
》

�

九
月
尽　
《
の
こ
れ
と
下
知
し
て
／
や
ト
言
心
得
ず
。
か
た
み
と
み
ん
と
い
ふ
べ
し
》

99　

ゆ
く
秋
の
か
た
み
と
や○

み
ん
明
日
ぞ
な
を
き
え
な
で
の
こ
れ
草
の
上
の
露

100　

＼
う
き
時
と
い
ひ
し
物
か
ら
暮
ゆ
け
ば
さ
す
が
に
おを

し
き
秋
の
別
路

　
五
十　

」
13
オ

�

浅
雪



42
　
　
　
　

101　

降《此
句
聞
へ
ず
》

て
し
も
つ
も
り
は
や
ら
ず
此
朝
け
た
ゞ
一
え
な
る
庭
の
白
ゆ
き
⑤

102　

か
れ
の
こ
る
庭
の
浅
ぢ
の
末
葉
さ
へ
う
づ
み
も
やは

らて

ぬ
今
朝
の
し
ら
ゆ
き

�
萩
露

103　

庭
の
面
の
ま
が
き
の
内
に
咲
い
で
ゝ
露
に
色
そ
ふ
秋
は
ぎ
の
花
②

104　

置
露
に
袖はぬ
る
ゝ
と
も
分
み
ば
や
真
萩
さ
く
な
る
宮
城
野
ゝ
は
ら
②　
《
二
首
と
も
よ
く
調
候
》」
13
ウ

�

春
雨

105　

＼
打
か
す
み
ふ
る
と
も
み
え
ぬ
は
る
雨
を
軒
端
に
お
つ
る
雫
に
ぞ
し
る
②　
《
よ
く
調
候
》

106　

夕
暮
は
い
た
く
か
す
み
の
立
こ
め
て
ふ
る
と
も
み
え
ぬ
は
る
雨
の
空
②

�

笆
菊

107　

＼
あ
か
ず
な
ほ
千
と
せ
の
秋
も
み
は
や
さ
ん
庭
の
ま
が
き
に
咲
る
白
ぎ
く
②

108　

朝
な
夕
な
め
で
ゝ
こ
そ
み
れ
ま
せ
の
内
に
に
ほ
ひ
も
ふ
か
き
白
ぎ
く
の
花
②
」
14
オ

�

時
雨

109　

＼
山
端
は
の
こ
る
夕
日
の
か
げ
み
え
て
ふ
も
と
の
野
べ
に
時
雨
ふ
る
也
②

110　

吹
お
く
る
あ
ら
し
や
雲
を
さ
そ
ひ
け
ん
又
此
里
に
時
雨
ふ
る
也
②

�

田
家
雪

111　

＼
守
捨
し
賤
が
か
り
庵
もそ
れ
とみ

え
ぬ
ま
で
田
面
に
つ
も
る
今
朝
の
し
ら
ゆ
き
②

112　

ま
ば
ら
な
る
田
づ
ら
の
か
り
庵
此
朝
け
み
え
ぬ
ば
か
り
に
ふ
れ
る
白
ゆ
き
②
」
14
ウ
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�

原
若
菜

113　

＼
消
が
て
の
ゆ
き
間か

き

分

て

も
と
め
て
賤
の
女
が
山
田
の
は
ら
の
若
な
を
ぞ
つ
む　
《
よ
く
調
候
》

114　

渡
会
や
山
田
の
は
ら
の
雪
わ
け
て
ま
だ
は
つ
か
な
る
わ
か
菜
を
ぞ
つ
む　
《
是
も
調
候
》

�
叢
螢

115　

け
ち
が
た
き
お
も
ひ
を
み
せ
て
よ
な
〳
〵
に
ほ
た
る
と
び
か
ふ
野
べ
の
草
む
ら《

是
も
調
候
。
但
此
句
沢
水
と
せ
ば
、
叢
も
し
た
し
く
可
被
成
候
》

116　

＼
更
る行夜
は
置
露
し
げ
き
草
む
ら
に
す
が
る
ほ
た
る
の
か
げ
ぞ
涼
し
き　
《
尤
可
然
候
》」
15
オ

�

江
月

117　

蜑
小
舟
く
ま
な
き
月
に
あ
く
が
れ
て
み
な
と
入
江
を
漕やい
づ
るら

ん
な
り　
《
此
な
り
無
下
に
力
な
し
》

118　

舟
つ
な
ぐ
入
江
を
ひ
ろ
み
生
し
げ
る
あ
し
間
あ
ら
は
に
て
ら
す
月
か
げ

《
上
二
句
ト
下
三
句
と
ヒ
ト
ツ
ニ
ナ
リ
ガ
タ
シ
。
江
ノ
中
皆
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ヤ
ウ
ニ
候
》

�

田
家　

119　

も
る
賤
が
心《此
句
い
づ
れ
も
ひ
と
つ
な
る
べ
し
》

や
い
か
に
ふ
く
る
夜
は
さ
ぞ
露
し
げ
き
小
田
の
か
り
庵

120　

＼
ゆ
た
か
な
る
御
代
の
し
る
し
や
朝
な
夕
な
け
ぶ
り
立
そ
ふ
民
の
家
〳
〵
」
15
ウ

�

帰
雁

121　

＼
咲
花
に
心
も
と
め
ず
故な

ど
や
さ
ぞ

郷
の
か
へ
る
さ
い
そ
ぐ
は
る
の
雁
が
ね
②

122　

朝
霞
八
重
た
つ
ち
こ
む
る

峯
こ
ゑ
て
こ
し
ぢ
に
か
へ
る
春
の
雁
が
ね
②

�

初
冬
時
雨
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123　

＼
冬
き
ぬ
と
い
ひもあ
へ
ぬ
間
に
い
と
は
や
も
空
か
き
く
も
り
時
雨
ふ
る
也
②

124　

け
ふ
よ
り
は
冬
来
に
け
り
と
降
そ
む
る
時
雨
や
四
方
に
告
渡
る
ら
ん
②
」
16
オ

�

寄
民
祝

125　

＼
万
民
お草

の
ひ
と
つ

な
じ
心
に
あ
ふ
ぐ
ら
んし

か
し
こ
き
君
が
御
代
の
さ
か
へえ

を
②

126　

あ
ら
小
田
を
あ
ら
す
き
か
へ
す
民
す
ら
も
う
る
ふ
は
君
が
め
ぐ
み
な
る
ら
ん
②

�

橋
月

127　

＼
さ
や
か
な
る
月
に
め
で
つ
ゝ
よ
る
も
な
ほ
渡
り
と
だ
え
ぬ
淀
の
河
は
し　
《
よ
く
調
候
》

128　

よ
る
も
な
ほ
さ
や
け
き
月
に
う
か
れ
つ
ゝ
旅
人
わ
た
る
せ
た
の
長
は
し
」
16
ウ

《
此
句
無
念
に
候
》

�

窓
竹

129　

す
な
ほ
な
る
す
が
た
を
わ
れ
も
ま
な
ば
し〇

と
う
へ
て
ぞ
む
か
ふ
窓
の
呉
竹
④
⑤　
《
不
ノ
字
ニ
ナ
ル
也
》

130　

う
つ
し
植
て
な
ほ
き
す
が
た
を
な
ら
は
し〇

と
朝
夕
む
か
ふ
窓
の
呉
竹
④
⑤　
《
是
も
》

�

山

131　

＼
は
る
は
花
秋
は
紅
葉
の
い
ろ
〳
〵
に
な
が
め
ぞ
か
は
る
四
方
の
山
端〳

〵　
《
尤
可
然
候
》

132　

い
つ
よ
り
か
つ
も
り
そ
め
てつ

しる

ち
り
な
ら
ん
か
げ
う
ご
き
な
き
山
と
な
り
し
は
」
17
オ

《
い
か
ゞ
》

�

早
苗

133　

＼
賤
の
女
が
門
田
の
面
に
お
り
立
て
植
る
早
苗
の
色
ぞ
涼
し
き
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134　

い
く
千
町
お
な
じ
み
ど
り
の
若
な
へ
は
お
し
て
わ
さ
田
の
い
ろ
も
わ
か
れ
ず

�

鵜
川

135　

＼
更
行
ば
く
だ
す
う
舟
の
大
井
河
い
く
瀬
の
な
み
を
て
ら
す
か
ゞ
り
火

《
此
句
無
用
聞
候
》

136　

あ
ゆ
は
し
る
河
せ
の
波
の
よ
る
〳
〵
に
く
だ
す
う
舟
の
か
ゞ
り
火
の
か
げ
」
17
ウ

�

牆
夕
顔

137　

よ
そ
め
に
は
た
が
垣
ね
ぞ
と
夕
顔
の
花
も
て
か
こ
ふ
山
賤
の
庵

138　

＼
心
な
き
賤
が
か
き
ほ
に
咲
い
で
し
あ
た
ら
光
り
の
露
の
夕
が
ほ

�

夏
草

139　

＼
か
り
は
ら
ふ
人
し
な
け
れ
ば
を
の
づ
か
ら
し
げ
る
も
ふ
か
き
庭
の
夏
草　
《
よ
く
調
候
》

140　

一
節
の
道
も
の
こ
ら
ず
此
ご
ろ
は
し
げ
り
あ
ひ
ぬ
る
野
べ
の
夏
草　
《
是
も
》」
18
オ

�

野
夕
立

141　

＼
山
風
の
音
も
は
げ
し
く
吹
お
ち
て
す
そ
野
に
き
おほ

ふ
夕
立
の
雨

142　

か
さ
や
ど
り
し
ば
し
立
よ
る
木
陰
さ
へ
夏
野
に
き
お
ふ
風
の
夕
立

�

庭
上
月

143　

＼
庭
も
せ
の
千
種
の
う
へ
に
置
露
の
ひ
か
り
を
み
が
く
秋
の
夜
の
月

144　

く
る
ゝ
よ
り
ひ
か
り
を
そ
へ
て
庭
も
せ
の
草
葉
に
や
ど
る
露
の
月
か
げ　
《
い
づ
れ
も
庭
な
ら
で
も
い
ふ
べ
し
》」
18
ウ

�

卯
月
郭
公
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145　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
ほ
の
か
に
な
の
る
一
声
を
卯
花
が
き
に
聞
は
め
づ
ら
し

146　

卯
花
の
さ
け
る
ま
が
き
に
や
ど
り
し
て
を
ち
か
へ
り
な
け
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す　
《
二
首
と
も
調
候
》

�

祈
不
逢
恋

147　

＼
く
り
か
へ
し
い
く
年
月
か
い
の
り
て
も
人
は
う
き
田
の
杜
の
し
め
縄　
《
よ
く
調
候
》

148　

祈
て
も
つ
れ
な
き
人
の
心
ゆ
へ
い
ま
は
た
神
も
う
ら
み
は
て
ぬ
る
」
19
オ

�

鵜
川　
　
　

149　

う
か
ひ
舟
月
の
入〇

江
を〇

漕《ヲ
ノ
字
耳
に
あ
た
り
候
》

い
で
ゝ
川
せ
の
波
を
て
ら
す
か
ゞ
り
火

《
川
を
言
べ
き
に
江
は
い
ら
ぬ
物
也
》

150　

夕
や
み
を
を
の
が
時
と
や
鵜
飼
舟
川
せ
の
波
に
か
ゞ
り
さ
す
み
ゆ　
《
聞
候
。
お
も
へ
る
所
な
し
》

�

山
家
煙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

151　

立
の
ぼ
る
け
ぶ
り
に
し
る
し
深
山
に
も
庵
を
し
め
て
人
しす

み

ぬ

也

す
む
と
は　
《
テ
ニ
ハ
ツ
マ
リ
候
》

152　

み
山
に
も
庵
を
し
め
て
住
人
の
あ
り
と
し
ら
せ
て
煙
立
に
き　
《
以
下
よ
ろ
し
か
ら
ず
》」
19
ウ　

�

萩
盛

153　

此
朝
け
枝
も
た
は
ゝ
に
咲
み
ち
て
さ
か
り
色
こ
き
秋
は
ぎ
の
花

154　

＼
し
め
ゆ
ひ
し
庭
の
ま
が
き
の
秋
萩
のは

け
ふ
こ
そ
花
の
盛
り
な
り
け
るれ　
《
よ
く
調
候
》

�

秋
山

《
さ
く
ら
と
い
ふ
べ
し
》

155　

咲
花
の
な
が
め
も
あ
れ
ど
秋
と
い
へ
ば
も
み
ぢ
に
あ
か
ず
む
か
ふ
山
の
は
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156　

＼
秋
ふ
か
く
な
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
遠
近
の
山
の
木
の
は
もの

色
付ま

さ
りに

け
り
」
20
オ

�

別

157　

＼
か
へ
り
こ
ん
程
を
も
い
つ
と
し
ら
ざ
れ猶
こ
そ
を
し
め

ば
け
ふ
の
わ
か
れ
をぢ

い
か
に
お
し
ま
ん

158　

い
か
に
せ
ん
ま
た
逢
こ
と
は
い
つ
と
し
も
し
ら
ぬ
わ
か
れ
の
今
の
つ
ら
さ
を

�
七
夕
月

159　

今
宵
ぞ
と
暮
ま
ち
え
つ
ゝ
天
の
川
月
に
さ
ほ
さ
す
妻
む
か
へ
舟

160　

＼
ひ
こ
ぼ
し
の
つ
ま
む
か
へ
舟
い
そ
げ
と
て
追
手
に
や
ふ
く
月
の
小
夜
風　
《
い
づ
れ
も
月
遠
し
》」
20
ウ

�

々
々
雲

161　

＼
あ
ま
の
川
雲
の
衣
を
織
女
の
こ
よ
ひ
う
ら
な
く
か
さ
ね
きて

ぬや

らぬ

んる

162　

織
女
の
天
の
羽
そ
で
に
う
ら
な
く
も
雲
の
衣
を
か
さ
ね
て
や
ぬ
る

�

々
々
橋

163　

＼
う
ち
わ
た
す
天
の
川
は
し
い
か
な
れ
ば
二
夜
と
か
け
ぬ
契
り
な
る
ら
ん　
《
よ
ろ
し
》

164　

天
の
川
紅
葉
の
は
し
を
う
ち
わ
た
し
二
の
ほ
し
の
ゆ
き
合
の
空
」
21
オ

�

々
々
草

165　

＼
け
ふ
ま
ち
て
ひ
も
と
き
そ
む
る
萩
が
花
天
つ
ほ
し
合
の
手
向
に
や
せ
ん　
《
よ
く
調
候
》

166　

た
な
ば
た
の
手
向
に
せ
よ
と
か
た
枝
ま
づ
ひ
も
と
き
そ
む
る
秋
は
ぎ
の
花

�

々
々
鳥

167　

あ
か
つ
き
の
ゆ
ふ
告
ど
り
も
心
せ
よ
二
の
ほ
し
の
ま
れ
に
逢
夜
は
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168　

た
ま
さ
か
のに

け
ふ
ひ
こ
ぼ
し
の
逢
夜
と
も
し
ら
で
や
告
る
鳥
の
八
声
は
」
21
ウ

�

々
々
枕

169　

う
れ
し
く
も
こ
よ
ひ
ふ
た
つ
の
ほ
し
や
ぬ
る
天
の
川
原
の
波
ま
く
ら
し
て

170　

＼
つ
も
り
こぬ

しる

枕
の
ち
り
や
は
ら
ふ
ら
ん
ま
れ
に
逢
夜
の
天
の
川
か
ぜ

�
々
々
祝

171　

け
ふ
ご
と
の
逢
せ
か
は
ら
ず
た
な
ば
た
の
ち
ぎ
り
や
千
と
せ
万
代
の
秋

172　

＼
わ一

と
せ
に
一
夜

く
ら
ば
の
あ
ふ
せ
な
が
ら
も
た
な
ば
た
の
ち
ぎ
り
か
は
ら
ぬ
あ
き
や
い
く
秋
」
22
オ

�

籬
瞿
麦　
　
　
　
　
　
　
　
《
な
で
し
こ
は
本
名
也
。
と
こ
は
床
に
よ
せ
て
い
ふ
べ
し
》

173　

＼
さ
ま
〴
〵
の
色
を
ま
じ
へ
て
庭
の
面
の
ま
が
き
に
さ
け
る
とな

で
し
こ

こ
夏
の
花

174　

露
ち
り
て
な
び
く
も
涼
し
と
こ
夏
の
ま
が
き
を
は
ら
ふ
庭
の
朝
風

�

樹
陰
納
涼

175　

＼
立
よ
れ
ば
ま
だ
こ
ぬ
秋
の
涼
し
さ
も
袖
に
お
ぼ
ゆ
る
杜
の
下
か
げ　
《
よ
く
調
候
》

176　

た
ち
よ
り
て
夕
す
ゞ
み
せ
ん
夏
の
日
の
あ
つ
さ
を
よ
そ
に
な
ら
の
下
か
げ
」
22
ウ

�

寄
鏡
恋

177　

＼
我
な
が
ら
み
る
も
は
づ
か
し
恋
に
の
み
や
つ
れ
し
か
げ
を
う
つ
す
鏡
は　
《
是
も
》

178　

い
た
づ
ら
に
か
は
る
は
う
し
や
ま
つ
ら
な
る
鏡
の
神
に
か
け
し
契
り
も

�

池
水
半
氷

179　

＼
夜
の
ほ
ど
の
嵐
やの

い
か
に
吹
わ
け
て
な
か
ば
こ
ほ
れ
る
庭
の
池
水
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180　

鳰
ど
り
の
う
か
べ
る
ほ
ど
は
と
ぢ
あ
げ
て
池
の
み
ぎ
は
は
こ
ほ
り
初
ぬ
る
」
23
オ

�

梅
風

181　

＼
吹
お
く
る
風
の
し
る
べ
の
香
を
と
め
て
梅
さ
く
里
を
た
づ
ね
て
ぞ
ゆ
く

182　

吹
た
び
に
か
ほ
る
も
あ
か
ず
咲
梅
の
こ
ず
ゑ
を
過
る
庭
の
は
る
風

�
水
鳥

183　

池
水
の
こ
ほ
り
の
ひ
ま
に
をお

の
が
ど
ち
つ
ば
さ
な
ら
べ
て
あ
そ
ぶ
を
し
が
も

184　

＼
こ
ほ
る
夜
の
う
き
ねや侘
て
や
池
水
の
み
ぎ
は
に
さ
は
ぐ
を
し
鴨
の
声　
《
可
然
候
》」
23
ウ

�

瀧
紅
葉

185　

＼
落
瀧
つ
き
し
ね
の
紅
葉
染
し
よ
り
水
に
も
秋
の
色
を
み
せ
け
る

186　

水
上
の
あ
ら
し
は
げ
し
く
さ
そ
ひ
け
ん
紅
葉
ば
ち
ら
す
瀧
つ
岩
波

�

早
苗

187　

乙
女
子
は
広
き
田
面
に
お
り
立
て
み
ど
り
の
早
苗
と
れ
ど
つ
き
せ
ぬ

188　

＼
天
づ
た
ふ
日
も
夕
か
け
て
賤
の
女
が
山
田
の
面
に
早
苗
と
る
也
」
24
オ

�

遇
不
逢
恋

189　

＼
く
れ
竹
の
一
夜
ば
か
り
の
契
り
に
て
わ
すられ
はに

け
て
つ
る
我
中
ぞ
う
き

190　

逢
み
し
は
あ
だ
の
大
野
ゝ
女
郎
花
い
つ
よ
り
よ
そ
に
な
び
き
初
け
ん

�

三
月
尽

191　

＼
と
ゞ
め
て
も
と
ま
り
も
や
ら
ず
け
ふ
の
み
と
暮
ゆ
く
春
を
い
か
に
を
し
ま
ん
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192　

け
ふ
の
み
と
お
も
へ
ば
い
と
ゞ
お
し
き
か
な
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ぬ
は
る
の
別
路
」
24
ウ

�

鹿

193　

小
男
鹿
の
妻
こ
ひ
か
ね
て
よ
ひ
よ
り
も
あ
か
つ
き
か
け
て
鳴
が
あ
は
れ
さ

194　

＼
小
男
鹿
の
つ
れ
な
き
妻
を
う
ら
み
て
かや

な
が
き
夜
す
が
ら
鳴
あ
か
す
声ら
ん

�
六
月
祓

195　

＼
け
ふ
と
い
へ
ば
つ
み
て
ふ
つ
み
を
御
祓
し
て
あ
さ
の
葉
な
が
す
賀
茂
の
川
水

196　

つ
み
と
が
を
早
瀬
の
波
に
は
ら
ひ
す
て
ゝ
心
も
清
き
賀
茂
の
川
水
」
25
オ

�

山
霞

197　

鉤
簾
ま
き
て
む
か
ふ
外
山
に
は
る
き
ぬ
と
け
さ
は
か
す
み
の
立
わ
た
り
ぬ
る

198　

＼
は
る
き
ぬ
と
今
朝
は
か
す
み
の
立
こ
め
て
の
ど
か
に
む
か
ふ
遠
の
山
端

　
百�

尋
花

199　

＼
分
入
て
た
づ
ね
ぞ
わ
ぶ
る
山春

さ

む

み

ざ
く
ら
花
は
ま
だ
し
き
み
よ
し
野
ゝ
奥山

200　

花
み
ん
と
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
ず
白
雲
の
か
さ
な
る
山
に
け
ふ
も
く
ら
し
つ
」
25
ウ

�

霰

201　

＼
寒
け
し
な
音
も
は
げ
し
き
山
風
に
あ
ら
れ
玉
ま
く
野
べ
の
さ
ゝ
原　
《
よ
く
調
候
》

202　

吹
し
き
る
あ
ら
し
は
げ
し
く
庭
も
せ
の
浅
ぢ
が
上
に
あ
ら
れ
ふ
る
也

�

待
恋

203　

＼
待
侘
る
人
は
と
ひ
こ
で
ね
や
の
内
に
ふ
け
ゆ
く
か
ね
の
声
き
く
も
う
し　
《
よ
く
調
候
》
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《
ま
た
ば
も
と
よ
り
い
ぬ
べ
か
ら
ず
》

204　

待
侘
て
ね
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
な
が
む
れ
ば
月
も
か
た
ぶ
く
有
明
の
空
」
26
オ

�

納
涼

205　

＼
立
よ
れ
ば
夏
の
あ
つ
さ
も
わ
す
ら
れ
て
涼秋

か

と

た

ど

る

し
さ
あ
か
ぬ
杜
の
下
か
げ

206　

し
げ
り
あ
ふ
杜
の
木
か
げ
に
立
よ
れ
ば
た
も
と
涼
し
き
夕
風
ぞ
ふ
く　
《
是
も
調
候
》

�

別
恋

207　

＼
か
な
ら
ず
と
い
ひ
な
ぐ
さ
め
よ
別
て
は
ま
た
逢
事
の
定
な
く
と
も　
《
尤
可
然
候
》

208　

道
芝
の
露
も
ろ
共
に
消
も
せ
で
か
へ
る
は
つ
ら
き
今
朝
の
別
路
」
26
ウ

�

述
懐

209　

＼
い
ま
さ
ら
に
く
や
む
も
は
か
な
書
も
み
ず
た
ゞ
い
た
づ
ら
に過
し月

日を過
し
て

210　

よ
し
あ
し
を
お
も
ひ
も
わ
け
ず
い
た
づ
ら
に
き
の
ふ
と
過
し
け
ふ
と
く
ら
し
つ

�

五
月
雨
雲

211　

＼
日
を
へ
て
も
空
は
ひ
と
つ
に
雲
と
ぢ
て
は
れ
間
は
み
え
ぬ
五
月
雨
の
比

212　

此
ご
ろ
は
晴
間
も
み
え
ず
大
空
に
い
く
え
か
さ
な
る
五
月
雨
の
雲
」
27
オ

�

松

213　

＼
年
〴
〵
に
み
ど
り
を
そ
へ
て
此
宿
の
さ
か
え
とを

もみ

なす

ふる

庭
の
松
が
え

214　

植
置
し
み
ぎ
り
の
松
の
ふ
か
み
ど
り
か
は
ら
ぬ
か色げ
を
友
と
こ
そ
み
め

�

荻



52

215　

聞
に
な
ほ
あ
は
れ
も
い
と
ゞ
ふ
か
き
夜
に
軒
ば
の
荻
の
風
の
音
信

216　

＼
夢
さ
め
て
聞
も
い
く
度
ね
や
近
き
の
き
ば
に
そ
よ
ぐ
荻
の
上
風
」
27
ウ

�

野
雪

217　

＼
笹
の
は
の
み
山
は
さ
ぞ
な
裾
野
さ
へ
ふ
か
く
つ
も
れ
る
今
朝
の
し
ら
ゆ
き　
《
よ
く
調
候
》

218　

か
れ
の
こ
る
尾
花
が
末
も
う
づ
も
れ
て
ひ
と
つ
色
な
る
野
べ
の
白
雪

《
尾
花
は
白
け
れ
ば
、
う
づ
も
れ
ず
と
も
ひ
と
つ
色
也
》

�

鶯

219　

＼
時
き
ぬ
と
谷
の
戸
い
で
ゝ
軒
端
な
る
竹
の
葉
山
に
う
つ
る
鶯
④　
《
よ
く
調
候
》

220　

い
と
は
や
も
こ
ち
吹
風
の
時
き
ぬ
と
谷
の
戸
い
で
ゝ
き
な
く
鶯
」
28
オ

�

歳
暮　
　
　

221　

＼
は
る
秋
の
わ
か
れ
を
う
し
と
か
こ
ち
し
は
数
に
も
あ
ら
ぬ
年
の
暮
が
た　
《
よ
ろ
し
》

222　

月
花
を
い
た
づ
ら
に
の
み
な
が
め
き
て
い
ま
さ
ら
お
し
む
年
の
暮
が
た

�

忍
恋

223　

み
だ
れ
な
ば
世
に
や
も
れ
なま

んし

も
ら
さ
じ
と
心
に
ふ
か
く
し
の
ぶ
文
字
摺

224　

＼
心つ

ゝ
め
ど
も

よ
り
袖
に
あ
ま
れ
る
わ
が
涙
世
に
も
ら
さ
じ
と
つ思

ふゝむ
く
る
し
さ
」
28
ウ

�

夜
梅

225　

＼
ね
や
の
戸
の
ひ
ま
も
と
め
つ
ゝ
吹
入
て
ま
く
ら
に
か
ほ
る
風
の
梅
が
　ゝ
《
よ
く
調
候
》

も
じぢ
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《
ヲ
ノ
字
不
足
》

226　

ひ
と
り
ぬ
る
夜
半
の
淋
し
さ
○
な
ぐ
さ
め
て
に
ほ
ひ
を
お
く
る
梅
の
下
風

　
　
　
　
『�

萩

227　

置
露
に
枝
も
と
を
ゝ
に
咲
み
ち
て
さ
か
り
色
こ
き
庭
の
秋
は
ぎ

228　

一
枝
は
折
て
か
へ
ら
ん
萩
が
花
秋
の
野
守
は
よ
し
と
が
む
と
も
」
29
オ

�

後
朝
恋

229　

鳥
が
ね
に
打
お
ど
ろ
き
て
起
わ
か
れ
か
へ
る
は
つ
ら
き
衣
〴
〵
の
空

230　

ま
つ
よ
ひ
の
つ
ら
さ
も
あ
れ
ど
暁
の
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
う
さ
に
過
め
や

　
　
　
　

�

旅　
　

』

231　

や
ど
る
べ
き
家
居
な
け
れ
ば
今
宵
又
し
ら
ぬ
此
野
に
草
枕
せ
ん

232　

ま
れ
に
み
る
都
の
夢
の
う
れ
し
さ
も
つ
ぐ
る
人
な
き
野
べ
の
仮
臥
」
29
ウ

百
首
之
内
谷
鴬

233　

＼
谷
ふ
か
み
ま
だ
し
ら
ゆ
き
の
ふ
る
巣
に
も
は
る
を
した

らど

せら

てで

鴬
ぞ
な
く
⑤　
《
よ
く
調
候
》

234　

春
き
て
も
深
谷
が
く
れ
は
白
ゆ
き
の
ふ
る
す
な
が
ら
に
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
⑤

�

春
曙

235　

＼
い
つ
は
あ
れ
ど
わ
き
て
た
ぐ
ひ
も
波
の
上
あ
け
ぼ
の
か
す
む
住
の
江
の
春
⑤

236　

難
波
江
や
た
ぐ
ひ
も
波
の
末
遠
く
か
す
み
に
ゝ
ほ
ふ
は
る
の
曙
⑤
」
30
オ

�

岸
柳
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237　

＼
は
る
風
に
い
と
よ
り
か
け
て
行
水
の
波
の
あ
や
をお

る
岸
の
青
柳
⑤　
《
よ
ろ
し
く
候
》

238　

波
の
あ
や
を
織
そ
へ
け
り
な
ゆ
く
水
に
み
ど
り
を
あ
ら
ふ
き
し
の
青
柳
⑤

�

夏
草

239　

あ
げ
ま
き
の
か
る
と
も
み
え
ず
野
べ
は
今
道
も
な
き
ま
で
し
げ
る
夏
草
⑤

240　

＼
若
な
つ
み
わ
ら
びを折
つと

ゝ
こ
し
野
べ
の
お
も
か
げ
も
な
く
し
げ
る
夏
く
さ
⑤
」
30
ウ

�

早
秋
《
草
葉
に
て
も
お
な
じ
事
歟
。
さ
ら
ば
一
葉
の
詮
な
し
》

241　

散
そ
む
る
一
葉
の
上
に
今
朝
よ
り
は
秋
と
し
ら
せ
て
置
る
し
ら
露

242　

＼
軒
ち
か
き
荻
の
上
葉
に
け
さ
よ
り
は
ま
づ
吹
そ
む
る
秋
の
は
つ
風＇
⑤

�

山
月

243　

＼
さ
は
る
べ
き
雲
は
あ
ら
し
に
晴
て
い
ま
山
の
は
い
づ
る
月
の
く
ま
な
さ
⑤

244　

吹
か
ぜ
に
雲
き
り
晴
て
さ
し
い
づ
る
か
げ
も
さ
や
け
き
山
端
月
⑤＇
⑤
」
31
オ

�

暁
霧

245　

鳥
が
ね
の
声
よ
り
後
も
ほ
の
ぐ
ら
く
ま
だ
夜
を
の
こ
す
秋
ぎ
り
の
空
⑤

246　

＼
暁
の
八
声
の
鳥
は
な
き
て
し
も
き
り
に
夜
ふ
か
き
山
の
下か

け
道庵

⑤
�

冬
月

247　

秋
よ
り
も
ひ
か
り
を
そ
へ
て
池
水
の
こ
ほ
り
の
ひ
ま
に
や
ど
す
月
か
げ
⑤

248　

＼
立み

し

秋

の

な
ら
ぶ
木
々
の
梢
は
落
葉
し
て
霜
夜
の
月
の
影
ぞ
く
ま
な
き
⑤
」
31
ウ

�

野
霰　
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249　

＼
吹
す
さ
ぶ
野
べ
の
嵐

三

に
二
小
一
冬
の
野
の笹

原
吹
し
く
あ
ら
れ
く
だ
く
る
音
の
は
げ
し
さ
⑤
（
訂
正
後
は
「
嵐
」
を
「
山
風
」
と
読
む
）

250　

あ
ら
れ
ふ
る
音
ぞ
は
げ
し
き
朝
毎
に
置
霜
こ
ほ
る
野
べ
の
さ
ゝ
原
⑤

�

寄
露
恋

251　

待
わ
ぶ
る
わ
か
る
ゝ
あ
し
た
わ
が
袖
は
な
み
だ
の
露
の
か
は
く
間
ぞ
な
き
⑤

252　

＼
も
ろ
く
ち
る
露
の
ち
ぎ
り
の
言
の
葉
を
ゆ
く
末
か
け
て
何
た
の
み
け
ん
⑤
」
32
オ

�

々
風
々

253　

＼
か
な
ら
ず
と
ち
ぎ
り
置
て
し
ゆ
ふ
暮
は
ま
づ
吹
か
ぜ
も
そ
れ
か
と
ぞ
き
く
⑤

《
い
つ
よ
り
に
て
、
よ
く
調
候
。
此
詞
あ
ま
れ
り
》

254　

た
の
み
こ
し
人
の
心
に
秋
風
の
い
つ
よ
り
な
ど
て
吹
は
じ
め
け
ん
⑤

�

々
橋
々

255　

＼
う
し
や
世
に
な
が
ら
の
橋
の
な
が
ら
へ
て
つ
れ
な
き
人
を
恋
わ
た
る
身
は
⑤

256　

我
中
は
久
米
路
の
は
し
の
は
か
な
く
も
か
け
し
契
り
の
た
え
ぬ
る
ぞ
う
き
⑤
」
32
ウ

�

々
鳥
々

257　

＼
た
の
み
て
しも

人
は
こ
ぬ
夜
の
ひ
と
り
ね
に
わ
が
身
う
づ
ら
の
音
を
の
み
ぞ
な
く
⑤

258　

み
る
に
な
ほ
我
ひ
と
り
ね
を
う
ら
む
ぞ
よ
つ
が
ひ
は
な
れ
ぬ
池
の
鴛
ど
り
⑤

�

眺
望

259　

ち
り
う
か
ぶ
さ
ゝ
の
一
葉
と
み
る
が
う
ち
に
ゆ
く
ゑ
は
波
に
き
ゆ
る
釣
舟
⑤　
　
　
　
　

260　

＼
舟
つ
な
ぐ
みい

そ

山

か

げ

は

な
と
よ
り
ま
づ
暮
そ
め
て
波
ぢ
は
る
か
に
の
こ
る
日
の
か
げ
⑤
」
33
オ
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�

述
懐

261　

く
や
み
て
も
は
か
な
か
り
け
り
年
月
を
あ
だ
に
過
こ
し
身
の
を
こ
た
り
を
⑤

262　

＼
年
月
を
あ
だ
に
く
ら
し
て
い
ま
さ
ら
に
身
の
を
こ
た
り
を
な
げ
く
愚
さ
⑤

�
神
祇

263　

＼
さ
ま
〴
〵
に
跡
を
た
れ
つ
ゝ
君
が
代
の
さ
か
え
を
守
る
八
百
万
神
⑤

264　

あ
ふ
げ
な
ほ
此
日
本
に
跡
た
れ
て
君
が
代
ま
も
る
神
の
恵
を
⑤
」
33
ウ

�

祝
言

265　

＼
雨
風
も
と
き
を
た
が
へ
ぬ
め
ぐ
み
に
や
な
べ
て
う
る
ほ
ふ
四
方
の
国
民
草
⑤

266　

わ
が
君
が
め
ぐ
み
に
も
れ
ず
民
や
す
く
世
は
ゆ
た
か
な
る
時
や
此
と
き
⑤

�

菖
蒲

267　

＼
け
ふ
と
い
へ
ば
た
め
し
か
は
ら
ず
た
が
宿
も
の
き
端
涼
し
く
あ
や
め
を
ぞ
ふ
く
②

268　

朝
日
さ
す
池
の
み
ぎ
は
の
あ
や
め
草
末
葉
の
露
の
み
え
て
涼
し
き
②
」
34
オ

�

春
竹
契
久　
　
　
　
　
　
　

269　

＼
葉
が
へ
せ
ぬ
み
ぎ
り
の
竹
の
深
み
ど
り
千
と
せ
の
秋
も
友
と
こ
そ
み
め
②

《
は
る
に
色
そ
は
ず
》

270　

万
代
も
友
と
ち
ぎ
ら
し
（
マ
マ
）は
る
毎
に
み
ど
り
色
そ
ふ
庭
の
呉
竹
②

�

岡
笹

271　

旅
人
の
ゆ
き
ゝ
の
岡
は
名
の
み
に
て
し
げ
る
も
ふ
か
き
露
の
玉
ざ
ゝ
②　
《
心
の
理
た
ち
が
た
し
》



藤島宗順『詠草留』（安永六年分）解題と翻刻57

272　

＼
ゆ
ふ
間
暮
岡
の
さ
ゝ
原
風
ふ
け
ば
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
露
ぞ
こ
ぼ
る
ゝ
②
」
34
ウ

�

菊
契
千
秋

（
二
）
も
ち
ぎ
り
て
ぞ
み
ん　

273　

＼
千
々
の
秋
三
色
も
か
も
ふ
り
せ
ずぬ

此
宿
の
庭
の
ま
が
き
に
咲
る
白（
五
）ぎ

く
の
花
②

274　

匂
へ
な
ほ
千
と
せ
の
秋
も
み
は
や
さ
ん
庭
の
ま
が
き
の
し
ら
ぎ
く
の
花
②　
《
こ
も
調
候
》

�

旅
宿
夢

275　

＼
き
ゝ
な
れ
ぬ
夜
半
の
嵐
の
は
げ
し
さ
に
旅
の
ま
く
ら
は
夢
も
む
す
ば
ず
②＇
⑤　
《
よ
く
調
候
》

276　

海
山
の
あ
か
ぬ
み
る
め
を
お
も
ひ
ね
の
旅
の
ま
く
ら
は
夢
も
な
ぐ
さ
む
②
」
35
オ

�

落
葉
如
雨　
（
②
に
は
題
の
右
肩
に
「
来
廿
四
日
兼
題
」
と
あ
り
。
ま
た
、
題
の
下
に
「
先
達
而
一
覧
」
と
記
す
）

277　

＼
い
く
度
か
夢き

ゝ
ま
ど
ふ
ら
ん

お
ど
ろ
か
す
ね
や
ち
か
くき

風木
々

の
木
の
は
の
雨
と
降
よ
は
②

278　

小
夜
あ
ら
し
吹
に
ま
か
せ
て
ち
る
木
の
は
窓
う
つ
雨
の
音
に
ま
が
へ
る
②

　
百
四
十�

初
恋　
（
②
に
は
題
の
右
肩
に
「
同
」
と
あ
り
）　　

279　

＼
ゆ
く
末
は
猶
い
か
な
ら
ん
分
そ
め
て
け
ふ
よ
り
ま
よ
ふ
恋
の
山
口道

②

280　

き
の
ふ
け
ふ
恋
そ
め
し
よ
り
わ
が
袖
の
涙
の
露
のを

かほ

し

ぞ

は
く
間
わ
づ
ら
ふ
②
」
35
ウ

　
　

�

寄
枕
恋

281　

敷
妙
の
ま
く
ら
も
う
き
て
な
が
る
ら
め
ひ
と
り
ね
つ
ら
き
床
の
涙
に
②

282　

＼
ひ
と
り
ぬ
る
夜
の
つお

らも

さひ

は
敷
妙
の
ま
く
ら
の
外
に
した

れ
か
し
る
べ
き

る
人
も
な
し
②
」
36
オ

�

（
了
）




